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令和５年度が始まりました。 
新入生３名、転入生１名を迎え、全校児童１１名と教職員の新しい体制で令和５年度の多羅尾小学

校の教育活動が元気よく始まりました。今年度もより質の高い学力の定着をめざし、教職員が協働し
て、地道に、誠実に、意欲的にさまざまな実践を行ってまいります。今年度も変わらぬご理解とご支
援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

                

                                   

 「だれでも必ず一番になれるものがある」 
まず、今からみなさんにちょっとしたクイズを出します。日本で一番高い山の名前は何でしょう。そう、富士山ですね。富士山の高さ

は何メートルか知っている人も多いでしょう。3776m もあります。では、第 2 問です。日本で一番高い山は富士山ですが、2 番目に高

い山の名前は何でしょうか。一番高い山は富士山でとても有名ですが、2番目に高い山はあまり聞いたことがないでしょうからね。正解

は、赤石山脈の北岳で、高さは 3193mです。赤石山脈は南アルプスとも呼ばれています。南アルプスは聞いたことがある人もいるでし

ょう。それでは、第３問です。日本で一番面積の広い都道府県はどこでしょうか。日本地図を見ると一番広いところはどこかすぐにわか

りますよ。そうです。北海道です。ちなみに北海道の面積は、東京都の面積の３８倍もあります。東京都が３８個集まった広さになりま

す。では、第４問です。日本で一番広い都道府県は北海道ですが、それでは、２番目にひろい都道府県はどこでしょうか。正解は、岩手

県です。ちなみに北海道の面積は岩手県の面積の 5.5倍もあります。 

さて、この４つのクイズを振り返ると、あることに気がつくのではないでしょうか。そうです。私たちは一番のものはよく知っている

けれども、二番、三番のものはほとんど知らないということです。これは、一番のものはみんながよく覚えてくれているということで、

二番、三番はそれほどでもないということですね。ということは、みなさんにも何か一番のものがあれば、みんなからよく覚えてもらえ

るということです。それは大きな自信にもなりますよね。例えば、一番走るのが速いとか、一番あいさつの声が大きいとか、一番ピアノ

を弾くのがうまいとか、一番料理が上手とかというのがあれば、みんなその人のことを覚えてくれます。でも、こういう話を聞くと、「自

分には一番のものがないから、関係ない話だな」と思ったり、「自分は一番にはなれないからダメだな」と思ったりする人がいるかもし

れませんね。けれども、がっかりすることはありません。今から良いことを教えますから、よく聞いてくださいね。さっきのクイズを思

い出してください。日本で一番高い山は富士山でしたね。そして二番目に高い山は北岳でした。一番目の富士山に比べて、二番目の北岳

はあまり知られていませんでした。でも、この二番目の北岳を一番にする方法があるのです。それはどういう方法かというと、まわりを

変えるのです。富士山は実は、火山なのです。知っていますよね。富士山は何度も噴火したことがあります。そしてこれからももしかし

たら噴火するかもしれないのです。それに対して、北岳というのは、火山ではないのです。ということは、北岳は火山でない山で、日本

で一番高い山なのです。どうです。これで北岳が一番になったでしょう。同じように岩手県も考えてみましょう。北海道は日本で一番面

積の大きい都道府県です。岩手県は二番目でした。さっきの北岳と同じように、岩手県のまわりを変えてみましょう。岩手県は日本では

二番目に大きい都道府県です。この日本を本州に変えてみます。すると、岩手県は本州で一番面積の大きい都道府県になります。また都

道府県を県に変えてみます。岩手県は日本で一番面積の大きい県になります。どちらも岩手県が一番になりました。 

もう秘密がわかりましたね。まわりを変えてみれば、だれでも一番になれるものがあるということです。例えば三番目に走るのが速い

人は女子の中では一番速く走るかもしれません。同じように一人っ子の中では一番料理が上手だという子もいるでしょう。こういうふう

にして、自分の一番を探してみることは実はとても大事なのですね。こうやって自分のすばらしいところを自分で見つけて、自分にはこ

【教育目標】 

 地域とともに未来を拓く心豊かでたくましい子どもの育成 

【めざす学校像】「 みんなが明日も来たい学校！ 」 
・授業の中に自己肯定感がある・学校に自分の存在感がある・行事に感動がある 

【めざす子ども像】 「 かしこく、あたたかく、たくましく 」                      

めあてをもってすすんで学び、ふるさと「多羅尾」に誇りが持てる子 
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多羅尾小学校ホームページが開設されています。http://edu.city.koka.lg.jp/taraosyo/ 
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令和５年度の多羅尾っ子 

４/２１(金)交通安全教室 

多羅尾駐在所の今井巡査長さんに気をつける

ことを教えていただきました。 

んないいところがあるんだということを自分に教えてあげましょう。自分のすばらしいところがわかると、自信が生まれます。ひとつの

自信が生まれると、朝顔のたねが芽を出して、その芽がだんだん大きくなっていくように、自信の芽もどんどん大きくなっていきます。

そして、やがてつぼみができてきれいな花が咲くようになるでしょう。 

みなさんには、この一年間にいろいろなことに挑戦して、いろいろな力を伸ばしてほしいと思っています。でも、もしかしたら自分で

思っていたところまでできなかったり、何度やってもうまくいかなくてがっかりしてしまったりすることがあるかもしれません。 

そんなときに、自分には一番のものがあると思えると、自分で自分を励ますことができますね。また、何度やってもうまくいかないと

いうことがあっても、「何度もチャレンジした回数は自分が一番だ」とか、「失敗してもまた挑戦するスピードは自分が一番だ」とか、い

ろいろな一番を考えることもできますね。 

人それぞれ、どんな色の花でもいいと思います。どんな形の花でもいいと思います。どんな大きさでも、どこに咲いていてもいいと思

います。この一年間で、みなさん一人ひとりが、それぞれにきれいな花を咲かせることを、校長先生は今から楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 
   

 

 

 

 

 

 

 

校長 伏木 敏治    
学年     児童数 担  任 養護教諭   重富 彩雅 
１年 ３ 長田明日香 用務員    中井久美子 
３年 ３ 小松 俊也 事務職員   大井美矢子 
５年 ４ 河津さち子 特別支援員  石野 記子 
６年 １ 鈴木 瑞穂 特別支援員  髙﨑 麗子 

＜めざす子ども像＞ 

かしこく あたたかく たくましく を合言葉に 
すすんで学び 自分に自信 ふるさとに誇りがもてる子に 
育てていきます 

令和５年度多羅尾小学校教職員組織 

 

 

５月の行事予定 

１日（月） 家庭訪問（希望制）全校朝会   ２９日（月） ６年振替休日            
８日（月） 田植え 9：4５～        ３０日（火） ５３０活動 

１９日（金） 内科検診            ３１日（水） 歯科検診 

２４日（水） 移動図書館                 
２５日（木） 新体力テスト 
２６日（金）、２７日（土） ６年修学旅行                       
 

                                

               

             

          

 

 

 

 

 

 

☆４月 10日(月)始業式・新任式  ４月 11日(火)入学式 

新入生 3名、転入生１名、新しい先生を１名迎え、令和 5年度がスタートしました。学年や先生が変わ

る４月は大きな節目です。 

今年度のオペレッタ発表は１１月２日（木）、３日（金）文化の日を予定しています。 

今年度は、昨年度と同様に、例年通り４月から取り組みを始めて、秋の１１月２日（木）に第

１回公演、３日（金）文化の日に第２回公演をさせていただく予定です。どうぞよろしくお願い

いたします。 


